
見
る

考
え
る

聴く

学ぶ

裏
表
紙
は　

 　
編
集
委
員
が
聞
く
！
「 

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、選
挙
に
行
き
ま
す
か
？
」

寄居ＰＡスマートＩＣ
周辺開発について
調査研究しています

総務経済常任委員会

文教厚生常任委員会

具体策を示し、
周辺開発を
進める

市民と協働で
進める
子育て支援

保育サービスの充実・
環境整備について
調査研究しています

道の駅
玉村宿 HP

加須市 HP 内「子育てガイドブック」
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—
—

太
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
IC

市
内
３
つ
目
の
IC
、　　

　
　
　
ど
う
活
か
す
か

　
10
月
28
日
に
視
察
し
た
太
田
Ｐ
Ａ
ス

マ
ー
ト
IC
は
、
太
田
桐
生
IC
と
太
田
藪

塚
IC
と
の
中
間
地
点
に
位
置
し
、
市
内

３
つ
目
の
IC
と
し
て
平
成
30
年
3
月
供

用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
計
画
交

通
量
は
１
日
当
た
り
１
６
０
０
台
と

な
っ
て
お
り
、
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
集
中
し
て
い

る
こ
と
を
考
慮
し
、
民
間
活
力
を
活
用

し
て
、「
憩
い
」・「
癒
や
し
」・「
緑
」・「
ス

ポ
ー
ツ
」
の
４
ゾ
ー
ン
で
の
整
備
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
道

の
駅
や
農
産
物
直
売
所
、
入
浴
施
設
と

い
う
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

　
課
題
は
、
計
画
地
が
市
街
化
調
整
区

域
で
農
業
振
興
区
域
内
の
農
用
地
で
あ

る
た
め
、
除
外
申
請
に
時
間
を
要
す
る

こ
と
で
す
。

—
—

高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
IC

道
の
駅「
玉
村
宿
」を
核
に

　
続
い
て
視
察
し
た
高
崎
玉
村
ス
マ
ー

ト
IC
は
、
高
崎
市
と
玉
村
町
の
境
界
に

位
置
し
、
平
成
26
年
２
月
に
供
用
開
始
。

現
在
は
１
日
当
た
り
約
６
０
０
０
台
の

利
用
台
数
が
あ
り
ま

す
。

　
道
の
駅「
玉
村
宿
」は
、

ス
マ
ー
ト
IC
上
り
線
入

口
に
隣
接
し
、
平
成
27

年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
地
元
農
産
物
、

加
工
品
等
の
直
売
所
、

食
堂
、
ト
イ
レ
な
ど
、

道
路
利
用
者
の
利
便
を
図
る
だ
け
で
な

く
、
地
元
住
民
の
交
流
の
場
と
な
る
多

目
的
広
場
及
び
加
工
・
交
流
教
室
も
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
周
辺
開

発
と
し
て
、
大
型
商
業
施
設
、
流
通
系

の
企
業
誘
致
も
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

優
良
農
用
地
区
域
で
あ
る
た
め
、
農
振

除
外
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

視
察
後
、
本
件
に
つ
き
、
引
き
続
き

調
査
研
究
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

太田市では地域特性を活かした周辺整備
を検討

第６次三ヶ山地域
開発調査特別委員会（10/16）

　埼玉県環境部資源循環推進課長から「埼玉県環
境整備センター公害防止協定書及び細目協定書の
改定」、「彩の国資源循環工場第２期事業企業誘致
の状況」についてそれぞれ説明を受けました。

埼玉県環境整備センター公害防止協定書及
び細目協定書の改定
〈主な質疑・意見〉

• 保安対策用ゲートの開閉時間
• 計量所前の元守衛小屋
• 引き続き、地域住民の安心・安全の確保を

お願いしたい
• 埋立地の活用は地元の意向等に沿うよう検

討されたい

彩の国資源循環工場第２期事業企業誘致の
状況
〈主な質疑・意見〉

• 立地決定企業の雇用人数及び地元雇用人数
　本委員会では、本件について引き続き調査研
究することを決定しました。

11/30　県議長会主催の議会広報研修会に参加

議会が変われば
議会だよりも変わる
　「住民に読まれ、議会活動が伝わる議会広報の
チェックポイント」をテーマとした研修では、「伝
える」から「伝わる」ための編集、企画などを学
びました。
　議会だよりを通して議事の公開、政策提案や
チェック、議会改革などの議会の動きを知ってい
ただくことが重要で、議会だよりが変わるには議
会が変わらなければと感じました。

●視察のため来町されました

10/23 秩父市市議会だより
編集委員会

11/20 長野県原村議会広報
編集委員会

—
—

加
須
市
の
子
育
て
支
援

「
日
本
一
子
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
ま
ち
」
へ

　

10
月
30
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
城

南
・
男
衾
・
用
土
保
育
所
の
視
察
後
、

加
須
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

及
び
公
立
保
育
所
再
整
備
計
画
を
視
察
。

　
加
須
市
の
保
育
施
設
は
、公
立
保
育
所

７
ヵ
所
、私
立
保
育
所
13
ヵ
所
、認
定
子
ど

も
園
２
ヵ
所
と
合
計
22
ヵ
所
あ
り
、平
成

27
年
度
の
定
員
２
１
７
０
名
に
対
す
る
充

足
率
は
97
％
で
す
。公
立
保
育
所
再
整
備

計
画
に
つ
い
て
は
、私
立
保
育
施
設
の
整

備
に
よ
る
定
員
増
を
見
込
み
、加
須
市
子

ど
も・子
育
て
支
援
計
画
の
員
数
や
特
別

な
配
慮
が
必
要
な
児
童
に
つ
い
て
、公
立

保
育
所
の
再
整
備
に
よ
り
確
保
す
る
こ
と

を
方
針
と
し
、要
耐
震
化
該
当
施
設
を
含

め
た
７
保
育
所
す
べ
て
を
対
象

に
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
日
本
一
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
ま
ち
」
を
目
指

し
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
育
つ
よ
う
、
子
育
て
に
関
す
る

情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
、
市
民
と
協

働
で
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
平
成
26
年

度
版
「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
で
は
、

持
ち
歩
き
に
便
利
な
大
き
さ
に
変
更
し
、

４
０
０
０
部
の
制
作
費
を
広
告
料
で
賄

う
市
民
協
働
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
な

ど
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

10
年
以
上
前
か
ら
病
後

児
保
育
を
実
施

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
保
育
所
を
利

加須市視察の前に町内の男衾保育所なども視察

用
し
て
い
る
第
３
子
以
降
の
０
歳
児
か

ら
２
歳
児
の
保
育
料
無
料
化
の
ほ
か
、
平

成
28
年
４
月
か
ら
13
ヵ
所
の
市
立
幼
稚

園
全
園
で
３
年
保
育
を
開
始
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
が
病

気
の
回
復
期
な
ど
で
、
集
団
保
育
が
適

当
で
な
い
時
期
に
、一
時
的
に
預
か
る「
病

後
児
保
育
」
を
10
年
以
上
前
か
ら
２
ヵ

所
の
私
立
保
育
園
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

視
察
後
、
本
件
に
つ
い
て
引
き
続
き

調
査
研
究
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。




